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1. 期間
2023年8月～ 2026年3月

2. 最終目標

A)工業炉への水素供給システムの実証
液体水素タンク及び液体水素気化器から成る水素供給システムを用いて工業炉の燃料

要求量に応じて2時間以上水素を安定供給

B)ボイラでの水素利用実証
定格燃焼量940kWの都市ガス燃料の既設小型貫流ボイラでの水素混焼(水素混焼濃

度20vol%以上)で2h以上の運転

C)加熱炉での水素利用実証
2MW級の直接式加熱炉での水素混焼～専焼で、実生産を想定した昇温速度，炉内温

度保持の実証，鋼材加熱特性の都市ガス専焼との比較と課題の整理
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3. 成果・進捗概要

A)工業炉への水素供給システムの実証（24年度に報告）
工業炉（ボイラ, 加熱炉）での水素利用実証において工業炉の燃料要求に応じて、2時間

以上の水素安定供給を達成した。

B)ボイラでの水素利用実証（24年度に報告）
定格負荷（1,500kg/h）において、燃焼調整の有無にかかわらず30vol%まで水素混

焼が可能であることを確認した。

C-1)加熱炉での水素利用実証（新設加熱炉での水素利活用実証）
水素混焼・専焼条件と都市ガス専焼条件が同等の加熱特性(炉内雰囲気温度分布, 鋼材

の昇温挙動等）であることを確認。また、加熱後の鋼材の酸化皮膜厚さは、都市ガス燃焼
に比べ、水素燃焼では、やや増加することを確認。

C-2)加熱炉での水素利用実証（既設炉を改造した加熱炉での水素利活用実証）
既設炉での水素の燃料利用において、水素混焼比率毎の改造要否を明確化するととも

に、改造により、水素専焼化が可能であることを確認した。
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• 水素供給から利用までのサプライチェーン構築には、水素発電等の大規模需要と燃料電
池自動車等の小規模需要に加えて、中規模な水素需要先の開拓も必要であると考えられ、
中規模需要先の一つが産業における水素の熱利用となるが、生産規模での水素の熱利
用の事例は少ない。

• 神戸製鋼所は、鉄鋼やアルミ等の素材メーカーとして多くの熱エネルギー設備を有する
燃料利用側の視点に加えて、 LNGや水素などを取り扱う機器のメーカーとして燃料供給
側の視点も有しており、水素供給側と利用側の双方の視点を考慮して、段階的に水素供
給・利用量を増やしカーボンニュートラルに向かうための最適なプランを検討することが
可能である。

• 本事業を行うことにより、水素供給～利用の一連のサプライチェーン構築の進展に寄与
することを目指す。

本事業の意義








































